
インターンシップセンター広告班

活動目標：

・写真とロゴを配置

・学生と企業モチーフの図形
が握手をしていることにより、
どちらにも利点があることを
表現

・写真を変更し、ロゴを大きく配置

・キャッチコピーを入れるためにデ
ザインを修正

７月 13日

７月 6日

７月 20日

７月 21日

第一回打ち合わせ

第二回打ち合わせ

第三回打ち合わせ

最終案提出

…詳細の確認

…第一案の提出

…修正案の確認
　キャッチコピーについて

活動スケジュール

・明るい笑顔届けます

・新しい風が吹く

・新しい風吹かせます

・若い芽を育てよう

キャッチコピー案

完成版第一案 第二案

企業の方がインターンシップを受け入れたくなるような広告の制作
企業の方に湘北短期大学の存在を知ってもらう

20B816 嶋﨑志遥　20B824 長崎優希音

授業で学んだ
マインドマップを用いて、
キャッチコピーを考えました。

「湘北とは ・ ・ ・ ？」 から連想
して、 インターンシップや、 働く
ことに対するイメージを膨らませ
ていきました。

最終的に、 右の 4つのアイデア
を参考に、 3 つのキャッチコピー
を配置したデータを、 インターン
シップセンターの会議向けに提
出しました。

　今回、インターンシップセンターから依頼を受け、

厚木商工会議所が月に一回発行している情報誌

の 9月号に掲載するための広告を制作しました。

　厚木市の企業の方が、 湘北生のインターンシッ

プを受け入れたくなるような広告になるよう、 今ま

での授業等で学んだ知識や技術を、 フルに活用

して制作しました。

　特に、 昨年のインターンシップで使われるはず

だったロゴがあったので、 これを活かしたいと思

い、 デザインをしました。


